
〔下
力
〕

ろ
う
。

「□
神

マ
」
は
第
八
七
次
調
査
出
土
木
簡
に
も
み
え
る

（『木
簡
研
究
』

第
八
号
、
大
宰
府
跡
・
不
丁
地
区
０
）。
両
者
の
関
連
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
う

が
、
と
も
に
上
半
部
を
欠
い
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
て
、

「
下
」
字
の
解
釈
が
容

易
で
な
い
。

以
上
、
第
九
八
次
調
査
出
土
木
簡
に
つ
い
て
簡
単
に
報
告
し
た
。
個
々
の
内

容
は
と
も
か
く
、
基
本
的
な
性
格
は
前
号
な
ど
で
報
告
し
た
Ｓ
Ｄ
二
三
四
〇
出

土
木
衝
と
共
通
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
総
括
は
省
略
す
る
。
前
述
の
よ
う

に
、
こ
の
溝
か
ら
は
一
七
二
点
が
出
上
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
年
紀
を
も
つ
な

ど
個
々
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
大
宰
府
史
跡
で
は
こ
れ
ほ
ど
の
も
の
が

ま
と
ま
っ
て
出
上
し
た
例
は
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
は
単
に
新
史
料
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
今
後
の
大
宰
府
研
究
に
も
資
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
一　
月
山
東
官
衛
地
区

①
　
　
×
□
六
□
半
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

大
も

話

ｏ盟

腐
蝕
が
著
し
く
、
削
屑
に
近
い
断
片
で
あ
る
。
具
体
的
な
内
容
な
ど
は
明
ら

か
で
な
い
が
、
何
ら
か
の
数
量
を
記
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
本
来
は
付
札

的
な
も
の
で
あ

っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
当
地
区
か
ら
出
上
し
た
最
初
の

木
簡
で
あ
り
、
ま
た
柱
穴
か
ら
出
上
し
た
点
で
も
初
め
て
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

九
州
歴
史
資
料
館

『大
学
府
史
跡
―
昭
和
六

一
年
度
発
掘
調
査
概
報
』
全

九
八
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（倉
住
靖
彦
）

―
長
岡
京
出
土
墨
書
土
器
の
概
要
と
考
察
―

『向
日
市
文
化
資
料
館
研
究
紀
要
』
　
創
刊
号

「東
上
川
西
遺
跡
の
外
生
土
器

＝
乙
訓
地
域
に
お
け
る
第
５
様
式
を
庄
内
式
土
器
の
変
遷
―
」

国
下
多
美
樹

「長
岡
京
の
墨
書
土
器
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
み
き

Ｂ
５
版
　
５‐
頁
　
一
九
八
七
年
増
刷
　
　
　
一

1986年出上の木簡

送 頒

『向
日
市
文
化
資
料
館
研
究
紀
要
』
　

第
二
号

「
墨
書
土
器
の
楼
能
に
つ
い
て
」

・　
　
　
―
都
城

（長
岡
京
）
の
墨
書
土
器
を
中
心
に
―

「
長
岡
京
廃
都
以
後
の
土
地
利
用
い
」

Ｂ
５
版
　
４８
頁
　
一
九
八
七
年
発
行

∧
申
込
先
∨

向
日
市
文
化
資
料
館

〒
６‐７
　
京
都
府
向
日
市
寺
戸
町
南
垣
内
４０
～
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
七
五
―
九
三
一
―
一
一
八
二

価
　
　
各

五
〇
〇
円

料
　
　
各

一
一〇
〇
円

清
水
　
み
き

山
中
　
　
工早




